
項目 具体的取組 成果と課題 改善策・向上策
a 業務の効率化を図るとともに、週
に1日のノー残業デーを設定する。

55分×６限授業の導入により、生徒の完全下校時間が
19:00から18:30分と早まり、教職員も帰宅時間を若干
ではあるが早めることができたと考えられる。

・校内ラン使用による会議を進める。また、No残業Day
においては、機械警備に入る設定時間を早めるなど、
管理職内でも検討中である。
・目標管理表に働き方改革の視点を盛り込んでいただ
く。

b 平日1日、土日のどちらか1日を、
部活動休業日に設定する。

部顧問会議で、平日と休業日それぞれについて、休業
日を設けるよう申し合わせていたが、コロナ禍よりも
活動が活発化する中、実際は休業日設定がゆるい状態
となったと予想される。

・年度初めの部顧問会議に加え、折ある毎に申し合わ
せを徹底する必要がある。
・月ごとの部活動計画の休業日計画を確認しながら徹
底していく。

a 校内の授業研究体制を確立し、教
材を工夫したり、ICTを活用したりす
ることによってわかりやすい授業に
よる学習内容の定着を図る。

・ICTを使用した授業が浸透し，教材の共有も見られ
る。11月の公開授業では，多くの授業が公開され，県
内外の教育関係者の参観があった。教科横断型の授業
研究もなされるなど，わかりやすい授業研究に学校全
体で取り組んでいる。

・ICTを使用した授業が浸透しつつも，従来からの黒板
とチョークのみを用いた古典的な授業スタイルも見ら
れる。教育課程のスリム化が進む中，授業時間（単位
数）の長さ（大きさ）だけに頼らない，教材を教員間
で共有し協働でICT化を含む授業改善を推進していく必
要がある。

b 学力向上チームを中心に、生徒の
主体性を育み、思考力・表現力の向
上をめざす授業改善を図る。

・教職員全体に，生徒の関心･意欲を高め思考力･判断
力･表現力の向上をめざす授業改善に取り組む雰囲気が
見られ，アンケートの数値もすこぶる高い。
・観点別学習状況評価も学校全体で取り組み，評価方
法を教科内で研究・共有することができている。
・一方で，とくにベテラン教員の高校生学習状況評価
の数値がよくなく，授業改善に取り組む必要があると
考えられる。

・高校生学習状況調査を各々がしっかりと分析し，自
分自身の改善点を見極め，授業改善に努めていく。ま
た，授業公開数は少なくないが，他人の授業を見て自
分自身の糧にするという風土が，学校全体には根付い
ていないので，ベテラン教員の授業参観や若手教員の
授業公開など，さまざまな仕掛けで互見授業の機会を
増やしていく。

c 家庭学習の実態を把握し、面談や
適切な課題を通して自学自習の習
慣・態度を養う。

・保護者の学校への関心は高く期待も大きいが，一方
で家庭学習の時間は，学校が期待するほど確保され
ず，アンケートでは，1･2年の家庭学習の数値が前年を
10ポイントほど下回り，低学年の家庭学習意欲の喚起
が早急に望まれる。

・特に低学年の間に定着させるべき基本事項を家庭学
習時間でしっかり定着させるなど，１･２学年団と連携
し，これまで以上に家庭学習の喚起を促しながら，自
走する生徒像を教職員間で共有し，具体策を見いだし
ていく必要がある。

a 集会やクラス等の場で継続的に人
権尊重を啓発し、SNS等による過剰な
連絡を生徒同士が自粛し合う風潮
を、生徒会や保護者と連携協力して
作っていく。

・97%の生徒が「人権を尊重している」、98%が「ネッ
ト上に他人を誹謗中傷する内容を書き込まないように
している」と回答しているが、「夜9時以降はSNSでの
連絡をしていない」生徒は33％に過ぎない。日常の些
細な言動の中に、人権を侵害していたり、人を傷つけ
ていたりすることがあることに気付かない生徒が多い
ことを表していると思われる。
・98%の教師は人権教育を心がけていると回答している
が、生徒の77%はそう感じている一方で、残りの約20%
が「人権教育が重視されていない」と感じている。

・生徒会を中心とした啓蒙活動の充実をはかるととも
に、保護者の理解や協力が得られるような働きかけが
必要である。
・具体的にどういう言動が人権を侵害する行為となり
得るのか、あるいは、同じ言動でも不快に感じる人と
感じない人がいる場合があるということを考えさせる
プログラムを、ＬＨ等に組み込んでいく。
・対人的な生徒の言動に注意し、心が傷付けられ苦し
んでいる生徒がいないかに目を配り、生徒が相談しや
すい人間関係を築くよう、全教員が心がける。
・Chromebookを活用したアンケート調査などを積極的
に行う。

b 挨拶推奨、校則遵守・マナー向上
指導の頻度を増やし、生徒がその大
切さを理解して挨拶や正しい服装等
ができるよう指導する。

・97％の生徒が「武高生としてふさわしい」頭髪・服
装ができたと答えている。「規定を守らせる指導がで
きた」教員が60％と減少した。
・生徒の26％が、歩きスマホ、自転車スマホを「時々
orよくする」と答え、前年と同じであった。
・校内携帯電話ルールを「時々orあまり守らない」生
徒は昨年比微減の4%であった。違反を指導された数も
月に0～4人程度と、昨年と同程度であった。

・「生活部だより」を活用し、全教員が同じ基準・意
識で指導に当たれるよう工夫する。
・服装に関しては、違反でだらしない格好をしていて
も注意されずに済んでしまうことがないように、どう
いう服装がだらしないと見られるかを根気よく教え、
違反者を指導する。
・歩きスマホ・自転車スマホについては、その行為が
自己を危険にさらすだけでなく、他者に迷惑をかけ、
危害を及ぼす可能性のあることに気付かせるよう、真
剣な啓蒙を持続する。

c 一定時間内で部活動に集中し、学
習と両立できるよう、担任や顧問が
生徒の実状をきめ細かくつかみ、サ
ポートする。

・コロナ禍の中での活動制限の影響が本年度も続い
た。部活動加入率はアンケート時85%であった(変化な
し)。部活動等と学業を両立させる努力が「できた」と
いう生徒は昨年比微増の72％。

・入学当初に高校3年間に対する目的意識・覚悟を持て
るよう指導を工夫したい。
・完全下校が18:30となるなどの変化を機に、「両立」
について、生徒・部顧問・担任・教科担任が、連携し
ていけるように工夫する。

a 個人面接やロングホームを通し
て、生徒の自己意識を育成し、早期
の進路目標設定を図る。きめ細かな
初期指導や個々の進路希望に応じた
課外や講座を実施し、国公立大学に
合格する確かな学力を培う。

・1年62.9(55.9；括弧内は昨年)％、2年65.6(67.9)％、3年
87.1(82.3)％、全学年71.9(69.0)％の生徒が、将来の進路希
望を持っていると答えている。２年生で若干数字を減らして
いるものの、全体では70%を上回っている。学年が上がるご
とに希望が固まっていくものだろうが、こだわればこだわる
ほど時間がかかるものでもある。保護者の80.8％が、生徒が
明確な進路目標を持っていると回答している。
・1年78.2(76.4)％、2年68.2(68.2)％、3年77.5(82.3)％、
全学年74.8(76.1)％の生徒が、課外、特講で学力向上指導が
十分行われていると答えている。教職員90.7％、保護者
80.9％で目標の70％を上回った。

・部活動の定休日を設け、放課後担任の個人面談をす
る時間を確保する。
・今後も継続して学力向上に努める。
・生徒に進路について考えさせる上で有効な掲示物を
学年会を通じて生徒に配信する。
・２年次の学習時間の確保と、後半からは、文系は英
語、理系は理科の学習に意識して取り組ませる。ま
た、すべての生徒が時間をかけて模試の見直しを行え
るよう、具体的なしかけを用いて指導する。

b 進路講演会や大学訪問等を通し
て、本人および保護者の進路意識を
啓発し、高い目標を持って学び続け
る集団作りを行う。特別講座や個別
指導を通して、難関大を突破する高
い学力を培う。

・1年82.9(77.3)％、 2年77.3(74.9)％、3年
80.7(76.2)％、全学年80.4(76.1)％の生徒が、進路関
係の行事（進路講演会、大学訪問、学部学科探究、先
輩と語ろう会など）で、高い志望を持ち続ける参考に
なっていると答えており、目標の70％を上回った。教
職員94.4(95.1)％、保護者80.3(77.2)％でともに目標
の70％を上回った。
・3年の大学入学共通テスト5教科総合偏差値（得点調
整前値）は52.7(52.5)で、昨年より微増。文系は
53.7(54.1)、理系は52.1(51.5)で、文系が若干減らし
ている。（今学年から探究科、８クラス体制が始まっ
ているので、数字の比較には注意を要する。）

・今年度も過去２年間同様、Web会議サービス等を利用し
て、例年の行事を行うことが多かった。次年度も継続して進
路関係の企画を続ける。大学訪問は、規模を考慮しながら実
施の方向で考えている。
・3年の大学別模試は、学習のポイントを見つけるためのも
のと考え、できるだけ志望校を下げないよう指導する。ま
た、志望校が高すぎる生徒には、冷静に現状を判断させ、現
実的な目標大学を個人面談で提案する。
・文理選択を適切に行えるように、面談を密に行い、生徒の
興味関心だけでなく適性を見極め、慎重なアドバイスを行
う。
・進路や受験に関して、生徒へ発信している情報を保護者が
閲覧できるように配信する。
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項目 具体的取組 成果と課題 改善策・向上策
a　身体計測の統計データの公表や各
種検診の事後指導の徹底、丁寧なカ
ウセリング活動、健康に関する情報
の適切な発信を通じて、生徒の心身
の健康管理意識の高揚を図る。

生徒の健康意識は92％で、昨年度の83％、一昨年の
79％からさらに向上した。コロナ禍で健康に関する意
識は高まっている。一方、虫歯の治療状況は40％台と
低い。
教育相談・保健室利用では、学業不振や友人関係など
の悩みが蓄積して心の不調に陥っている生徒が目立っ
ており、増加傾向にある。
新型コロナウィルス感染拡大防止では、正副担任、教
科担当の協力を得てマスク着用、教室の換気、黙食指
導を徹底し、校内での感染拡大は見られなかった。

・コロナ禍は4年目になるが、収束のめどは立っていな
い。その中で位置づけが2類相当から5類に変更になる
ことは、多くの生徒が集まる学校にとってはマイナス
面も多い。学校や個人に委ねられる部分が多くなるの
で、対応が困難であり、個々の健康意識の高さが問わ
れる。
･精神面での不調に早期に気づくことが重要である。学
級担任や教育相談および保護者、関係部署と連携し、
迅速な対応を行っていきたい。

b　生徒にとって一番身近な美化活動
である毎日の清掃活動とゴミの分別
の徹底を図り、生徒の主体的な活動
が快適な学校環境を実現することを
意識させる。

清掃活動について生徒89％、教職員91％が意欲的に取
り組めていると回答している。保護者からの評価は
79％と昨年度の72％から向上した。ゴミの分別につい
ては、生徒94％、教職員74％が適切に分別していると
回答している。印象としては、清掃活動、ゴミの分別
ともにアンケート結果よりも低いように感じる。

・清掃活動やゴミの分別を充実させることで学習環境
を整え、奉仕の心、循環型社会を実現させる意識を高
めたい。
・生徒の委員会活動(美化・保健)を通して、校舎内外
の安全・衛生点検を徹底し、より良い学習環境の整備
につなげてたい。

a ＰＴＡ各会議・各部会の活動をと
おして全保護者にＰＴＡ活動方針の
理解と協力を得る。

研修部主催の１年生講演会、進路部主催の２年生講演
会を開催し、生徒が自分の世界観を広め「人間力」を
高める一助になる活動ができた。また、第２回代議員
会・マナーアップ運動・環境美化活動では多くの保護
者の参加が得られ、コロナ禍でも充実した事業をおこ
なうことができた。工夫が増した広報紙・学校祭ＤＶ
Ｄの作成等、保護者への魅力的な情報発信も好評で
あった。

新体制の方針・計画のもと、コロナ禍であっても工夫
しながら事業は着実に行いたい。今年度活動の成果を
吟味し、引き続き生徒に対して必要な支援とは何かを
模索しつつ、保護者と教職員が協働していく。また、
本来行うべき会員相互の研修や親睦活動を促し支援す
る。

b 避難訓練実施に際し、生徒の防災
意識が高められるような教材等を準
備する。

コロナ禍のため、全学年一斉での防災訓練はできな
かったが、分散型での避難経路確認活動を実施でき
た。一方、防災テストは全学年で実施でき生徒の防災
意識を涵養することができた。リノベーションによる
避難場所・経路の変更も確実に全体に周知できた。

全学年一斉での防災訓練を実施したいが、コロナ禍の
状況次第では分散型の避難経路確認活動もふくめて検
討し、訓練計画を立てたい。リノベーション工事中の
防災に対しては、避難経路や避難方法を再度見直す。
水害における防災訓練を実施し、今まで以上に防災に
対する意識を高め、適切な避難方法を理解する。

c 生徒が充実した学校生活を過ごせ
るよう奨学金、購買等の充実を図
る。

奨学金関係の情報認知度が全体で13Pアップと大きく伸
びた。具体的には１年生68(40)％、２年生54(43)%、３
年生82(80)％であった。〔(　)は昨年度の数字〕
購買前に新設した掲示板（奨学金コーナー）への丁寧
な掲示案内をベースに、３年生へはグーグルクラス
ルームで、１・２年生へはクラスへの紙案内（担任に
読んでもらうことを要請）での情報提供の効果が大き
かったと考察している。

まずは入学式後、PTA入会式の連絡で、奨学金掲示板の
場所や、機に応じたクラスへの周知案内方法を説明す
る。加えて、購買の営業に関することも連絡する。同
様のことを１年生生徒には新入生オリエンテーション
で説明する。
奨学金は、引き続き掲示板へのわかりやすい掲示案内
と、３年生へのグーグルクラスルームでの情報提供に
努める。

a 本の紹介・図書館の展示・教養講
座・朝読書等の取り組みを通して、
読書への啓発活動を行い、生徒の読
書への興味、関心を深める。

・読書への興味関心があると回答した生徒は58％で、
昨年度の62%から低下し、判定基準の60％を下回ったた
め、取組み等の再検討が必要である。子供が読書への
興味関心があると感じている保護者の割合は生徒と比
べさらに低く、一昨年度52％、昨年度51％、今年度50%
と低下傾向がみられる。
・教員の80%が日ごろの読書への指導は適切に行われて
いると考えている。ただ、一昨年度の82％、昨年度の
87%と比べ、80%へと低下した。

･読書習慣のあまりない生徒に対して、図書委員の生徒を中
心に、面白い本を紹介していく取り組みを進める。
･レイアウトなど、閲覧室の雰囲気をさらによくするよう務
める。
・今年度から、期末考査後に実施している読書タイム時に、
図書委員から「おためしBOOK」と称して、１人に１冊ずつ図
書館の本をランダムに貸し出すようにした。楽しみにしてい
る生徒もおり、読書に興味関心をもつ生徒が増えることを期
待したい。

b オープンスクール、学校説明会等
の実施や わかりやすいパンフレット
やホームページの作成により、学校
教育活動の広報の充実に努める。

・オープンスクールでは、参加した中学生の99％が学
校の内容を理解できたと回答しており、実施した成果
があったと考える。
・ホームページがわかりやすいと回答した生徒は61％
（昨年度55％）、保護者は66％（昨年度60%）で、どち
らも昨年度と比べて増加した。昨年度目標に届かな
かった生徒の割合も目標の60％に達している。日々改
善している成果が表れていると考えられる。中学生向
けのページも充実させた。

・オープンスクールは、本校の生徒ボランティアを
使って運営しており、中学生とほぼ同世代の生徒から
の説明やアドバイスは、参加者に魅力的なものとなっ
ていると考える。
･ホームページの重要性が高まっているため、わかりや
すく、タイムリーに伝えることができるよう日々改善
しており、今後も改善を続けていく。

a  SSH事業
本校SSH事業の成果を、地域の小中学
校、高等学校、大学等へ発信するこ
とにより、理数教育の拠点としての
役割を果たす。

学校外部での発表について、下記のとおり合計で29本
であり、目標を達成できた。また、ＳＳＨ生徒課題研
究発表会（全国）での発表では、奨励賞（全国７位に
相当）を受賞した。
１ 福井県合同課題研究発表会
２ 越前市防災士の会
３ 藤島高校Global Science Leadership
４ プレゼン甲子園

今年度の外部での発表も、学校関係が多かったが、発
表本数は目標を上回ることができた。次年度は各種学
会での発表も視野に入れ、生徒の意識を高めるように
する。

b 探究学習に取り組むことで生徒の
科学的思考、創造性、論理的な思考
を育み、自分の考えを発信する力を
育成する。

探究科クラスに満足している生徒の割合が、探究科合
計で90％であり、目標が達成できた。
また、教職員や保護者からの視点でも生徒の課題研
究・探究学習に関する興味関心が高まったと感じてい
る割合がそれぞれ94％、75％となり、昨年度から向上
している。

探究科全体で熱心に探究学習に取り組む姿勢が見られ
る。今後もこの姿勢を大切にし、科学的・論理的思考
や創造性を育んでいく。そして、最終的には発信する
力を育成していく。

a 担任等による面接指導、学習の個
別指導および部活動指導などを通じ
て、生徒と心を通じ合える関係を築
く。

・個別に係わる機会を週2回以上持つことができた教員
は72%と昨年に続いて減少し、「ほとんど持てなかっ
た」「全く持てなかった」という教員が、28%と増加し
た。

・行事の見直し、精選に取り組んでいるが、業務内容
の改善、工夫をさらに進め、授業以外で生徒と関われ
る機会を増やしていく。また、生徒に関する情報を職
員間で共有し、指導内容の充実をはかる。

b 振り返りチェック票の活用や保護
者・外部機関との連携を図り、いじ
めの早期発見・早期解決に努める。

・振り返りチェックをタブレットを利用しての実施と
した。
・「指導方針」のなかの「特定の教員が抱えこむこと
なく情報共有し、組織的に対応する」ことをＳＷなど
で繰り返し要請した。振り返りチェック票等の情報を
十分生かせなかったという教員が1名あった。

・些細と思われることも、情報を共有しようという認
識を教員間で徹底する。
・サポート班がより柔軟かつ迅速に対応できるように
する。
・職員、委員会、外部関係機関の連携をさらに密にし
て、事案対応だけでなく、未然防止にも力を入れてい
く。

保護者との
連携・防災
（庶務部）

図書広報活動
（図書広報

部）

理数教育
の充実

（ＳＳＨ・
探究進学科）

心の環境整備
（いじめ対策
    委員会）

保健管理
（保健部）
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